
 
入力例：金森事務株式会社 
 
 
会社名：金森事務株式会社 
所在地：兵庫県神戸市 
代表者：田實 英人 
資本金：10,000,000円 
従業員：4名 
当期利益：2,000,000円 
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１．用意するもの 
1.1黒字企業の場合 
＜前期の貸借対照表＞ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜前期の法人税申告書＞ 
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24 

4 

4 
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＜前期の地方税申告書＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜当期の法人税等未払計上前の試算表＞ 
 

 
 
 
 

25 

平成 26 年度 
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[マクロに関する注意]のシートにジャンプします 

[体験版の注意点･購入方法][ライセンスキー登録] 
のシートにジャンプします 

[データの保存]のシートにジャンプします 

各別表の印刷画面にジャンプします 

入力例をダウンロードします 

操作方法等でわからない所がある場合は、FAX・
メール・TEL・WEBでご質問ください。 

入力したデータのバックアップ、読み込みに使

います。P.27で説明しています。 
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２．入力画面 [A] 税額表示 
＜金森事務株式会社の場合＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
当期の試算表(抜粋) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

当期の試算表より、当期利益の金額を入力します。 
(法人税等を未払計上する前の金額を入力します) 

平成 26年度 
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2. 入力画面 [B] 会社基本情報 

前回の法人税申告書別表 1(1)を参考に入力をします。 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回の法人税申告書の別表 1(1)より抜粋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当期の期首日/期末日を入力します 

上欄の期末資本金の額と、資本積立金等の額を合計して入力します 
(資本積立金等がない場合は上欄の金額をそのまま入力します) 

当期申告書提出日を入力します 

当期決算確定日を入力します 
「確定」と入力します 

それぞれリストボタンより選択します 

定款等で確認し、期末資本金または出資金の額を入力します 

 

25 
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※還付でなければ銀行名等は入力する必要ありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回の法人税申告書の別表 1(1)より抜粋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
 
 
 

当期の所得を基に、自動判

定されます 

還付先の銀行名/支店名を入力します 

リストより[普通][当座]を選択します 

口座番号を入力します 

還付先が郵便局の場合、[郵便局名][貯金番号 1][貯金番号 2]の順に

入力します 

担当税理士名と電話番号を入力します 

左から順番に入力します 

リストより選択します 

税理士の書面を提出して

いる場合選択します 

リストより「銀行・信金…」「本店・支店…」の別を選択します 

25 
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前回法人税申告書の別表 1(1)より抜粋 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

～～中略～～ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上段 

下段 

① ② ③ ① ② ③ 
④ ④ 

⑤ ⑤ 
⑥ ⑥ 

⑦ 
⑦ ⑧ 

⑧ ⑨ 
⑨ ⑩ 

⑩ ⑪ 
⑪ ⑫ 

⑫ 

上部は、別表 1(1)左上の部分を

参考に入力します 
25 
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3. 入力画面 [C] 事業所情報税率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期末従業員数を入力します 

リストより選択します 
都道府県名、政令指定都市名は自動入力されます 

当期切捨月数を入力します 

事業所を廃止した場合、廃止月前従業員数を入力します 

当期切上月数を入力します 

｢政令指定都市以外｣の時[市法人税割%↓入力↓]と自動入力されま

す。その場合は市の法人税割の率を入力します 

市の申告書(20号様式)を見て、事務所名を入力します 

事業所の所在地を入力します 

第 6号様式(都道府県)と第 20号様式(市)の申告書を見て、

それぞれどこに提出するか記入します 

｢政令指定都市以外｣の時[市均等割円↓入力↓]と自動入力されま

す。その場合は申告書を見て市の均等割額を入力します 
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4. 入力画面 [D] 別表五(二)期首 
 
前期申告時の別表五(二)を参考にします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
～～中略～～ 

 
5. 

前期の未納市町村民税額を入力します 

前期の未納道府県民税額を入力します 

前期の未納法人税額を入力します 

前期の未納事業税額を入力します 

前期末の納税充当金残高を入力します 
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入力画面 [E] 別表五(一)期首 
 

前回申告時の別表五(一)を参考に入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

～～中略～～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区分名を入力

します 

[繰越損益金]の期末残高を入力します 

前期の決算書に未収還付税金の

計上がない場合は、下だけ入力 

前期の決算書に未収還付税金の

計上がある場合は、両方に入力 

それぞれの区分名の、期末残高の金額

を入力します 

利益準備金の残高を入力します 
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6. 入力画面 [F] 繰越欠損金 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回の法人税申告書別表七 ―抜粋― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前回の地方税第六号様式別表九 ―抜粋― 
 
 
 
 
 
 

別表七(一)では、欠損がプラス記載 → そのままプラス入力します 

前年度の第六号様式別表九を確認し、それぞれ

事業年度ごとに、翌期繰越額を入力します。 

前期、２期前から 9期前までの[期首/期末日]を確認し、 
それぞれの[翌期繰越額]を入力します 

前期の[青色欠損

金額翌期繰越額]
を入力します 
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8.  入力画面 [H] 法人税等納付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前期の法人税を「未払法人税等」を取り崩して支払っ

た仕訳をした場合に記入します 

前期の道府県民税を「未払法人税等」を取り崩して支

払った仕訳をした場合に記入します 

前期の市町村民税を「未払法人税等」を取り崩して支

払った仕訳をした場合に記入します 

前期の事業税を「未払法人税等」を取り崩して支払っ

た仕訳をした場合に記入します 

前期の法人税を「租税公課」として支払った仕訳をし

た場合に記入します 

前期の道府県民税を「租税公課」として支払った仕訳

をした場合に記入します 

前期の市町村民税を「租税公課」として支払った仕訳

をした場合に記入します 

前期の事業税を「租税公課」として支払った仕訳をし

た場合に記入します 
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9. 入力画面 [J] 中間納付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
※仕訳を[仮払税金/現金･預金]としていなくても、このソフトは最終的に[法人

税等/仮払税金]として法人税等に振替える事を前提に自動計算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法人税の中間申告額を入力します 

都道府県民税の中間申告額(均等割の分)を入力

します 

都道府県民税の中間申告額(法人税割の分)を入

力します 

事業税の中間申告額を入力します 

市町村民税の中間申告額(均等割の分)を入力し

ます 

市町村民税の中間申告額(法人税割の分)を入力

します 

地方法人特別税の中間申告額を入力します 
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11. 入力画面 [K] 租税公課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※前期の申告が間違っており更生にかかる税金が発生したときここに入力しま

す。それ以外は必要ありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表四での区分をリストより選択します 
加算税(金)・延滞税(金)・過怠税(金)の 
それぞれ更生分を払った金額を入力します 

法人税・都道府県民税・市町村民税・事業税 
のそれぞれの更生分を払った金額を入力します 

名称を入力します 

金額を入力します 

 



 

16

12. 入力画面 [L] 利子・配当金 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源泉徴収される前の預金の利息を入力します 
（この場合、通帳には、1,000円の利息がついています） 

預金の利息にかかった所得税を入力します 
（この場合、192円のうち所得税 188円、復興特別所得税 4円） 

預金の利息にかかった地方税を入力します 
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「社債」「配当」「特定」「投資」の 
区別をリストより選択します 

銘柄を入力します 

収入金額を入力します 

所得税額を入力します 
同じ銘柄でも計算期間が違えば、金額を分けて

入力します 

地方税額を入力します 
同じ銘柄でも計算期間が違えば、金額を分けて

入力します 

元本所有期間を入力します 

計算基礎期間を入力します 
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13. 入力画面(11) [M] 交際費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25 

総勘定元帳の「交際費」又は「接待交際費」

の金額を入力します 

勘定科目は「交際費」等でも 
税法上交際費に該当しないもの 

交際費に仕訳したが、平成 18 年度の改正等で全額損金算入出来る交際

費の合計金額を入力します。(別表左端「ご注意」3.にあるように要件を

ご確認ください。) 
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14. 入力画面 [S] 未払法人税計上 
 
※法人税だけ、事業税も未払計上できます。未払計上しなくてもかまいません。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
15. 入力画面 [T] 繰越損益金・配当・五(一)修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申告する先が[東京都以外]・[東京都特別

区]・[東京都の市町村]で、金額を使い分

けます 

ピッタリ計上にする場合は、 
表示された金額をそのまま入力します 

[繰越利益剰余金]の当期末残高を入力します。 

User11
テキスト ボックス
［R］

User11
テキスト ボックス
［S］

User11
テキスト ボックス
[S]

User11
テキスト ボックス
[R]



 

20

16. 入力画面 [V] 同族会社判定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
有限会社で、出資金 300万円(60株)の出資者の内訳が以下のとおりだった場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 役員 持ち株数 
社長本人 業務主催役員 40株 
社長の奥さん 常時従事役員以外 6株 
社長の叔父さん － 4株 
友人 A（親族以外） － 2株 
友人 B（親族以外） － 2株 
友人 C（親族以外） － 2株 
友人 D（親族以外） － 2株 
友人 E（親族以外） － 2株 
役員（親族以外） 常時従事役員 － 
役員（親族以外） 常時従事役員以外 － 

 

User11
テキスト ボックス
［T］

User11
テキスト ボックス
[T]
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17. 各別表の印刷 
基本的には、すべての別表は同じ操作で印刷することが出来ます。 
 

 
＜法人税＞   

別表一(一) 
普通法人等の申告書 A4 青色の紙を、3 枚用意し

てください 
普通法人等の申告書(OCR) 税務署より送付された OCR

用紙を用意してください 
別表二 同族会社の判定 

白色の A４の紙を 2 枚用意

してください 

別表三(一) 同族会社の留保金課税 
別表四 所得金額の計算 
別表五(一) 利益積立金の計算 
別表五(二) 租税公課の納付状況等 
別表六(一) 所得税額の控除計算 
別表七(一) 繰越欠損金等 
別表八(一) 受取配当等の益金不算入 
別表十四(二) 寄附金の損金算入 
別表十五 交際費等の損金算入 
＜地方税＞   
第 6号様式 道府県民税・事業税申告書 白色の A４の紙を 3 枚用意

してください 
第 6号様式 4-3 均等割額の計算の明細 

白色のA4の紙を 2枚用意し

てください 
 

第 6号様式 9 前 5年以内の欠損金控除明細 
第 9号 2様式 利子割額控除計算の明細 
第 9号 3様式 利子割額の都道府県明細 
第 20号様式 市町村民税の申告書 
 
 
 
 
 

 
 
例として、＜法人税＞別表 1(1)青色申告書を印刷する手順を記載します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[別表一]をクリックすると別表一のシートへジャンプします 
（22ページ参照） 

クリックすると各別表の別表画面のシートへジャンプします 
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印刷されるもとの画面が表示されます 

[印刷]をクリックすると、1枚だけ印刷します 

[プレビュー]をクリックすると、細かく設定できます 
（23～24ページ参照） 

[入力画面に戻る]をクリックすると、はじめの画面に戻りま

す 

[プレビュー（OCR）をクリックすると、別表一(一)を OCR
に必要な部分のみ印刷されます。(別表一のみです) 
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[プレビュー画面] 
 

例）別表一(一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[印刷]をクリックすると、提出用の別表一が印刷されます 

[PDF]をクリックすると、マイドキュメントへ PDFを出力し

ます。 

[印刷部数]を設定します(初期値は法人税：2・地方税：1) 
※法人税申告書別表の控えを印刷する場合は、印刷(控用)ボ

タンがありませんので、印刷部数を 2枚と設定して印刷し

てください。 

[上余白]を設定します(初期値は「0」) 

[左余白]を設定します(初期値は「0」) 

チェックを入れて[印刷]をクリックすると、プリンタの選択

や用紙の設定が出来ます 
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例）地方税六号様式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地方税の申告書の控えを印刷するときに使います。 
(地方税申告書すべて使用します) 

地方税の申告書の提出用を印刷するときに使います。 
(地方税申告書すべて使用します) 
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18. データの保存 
Excel 2010の場合：  
メニューバーより、ファイル→上書き保存を選択します。 

 
 
 

 
Excel 2007の場合： 
オフィスボタンより、上書き保存を選択します。 
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19. 繰越処理 
   入力画面を開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 [繰越用バックアップ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入力したデータをバックアップします。 

１．今期（例、らくちん法人税 2014）は、[繰越用バックアップ]ボタンで繰越用データを作成 
 
２．来期（例、らくちん法人税 2013）は、[前年度バックアップ読込]ボタンで１．で作成したデータ 

を読み込む 
  （来期は、会社名など基本的な部分を再度入力することなく、すぐに使い始められます。） 

前年度のバックアップファイルを読み込みます。 

 
｢マイドキュメント｣など、保存する場所を指定します 

｢2013VU｣など、ファイル名は必ず入力ください 

｢保存｣をクリックすると、データ部分の保存ができま

す 

2013VU 

User11
テキスト ボックス
2015）


